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2Heart Full Information 広報あんど

●　町　議　会　●

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
適
任
】

平
成
22
年
９
月
30
日
、
任
期
満
了

と
な
る
人
権
擁
護
委
員
　
桑
原
眞
代

氏
（
柿
の
里
）
を
再
度
選
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
適
任
と
さ
れ
ま
し
た
。

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

【
可
決
】

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又

は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉

に
関
す
る
法
律
及
び
地
方
公
務
員
の

育
児
休
業
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
（
平
成
22
年
６
月
30
日
施
行
）
に

伴
う
町
条
例
の
一
部
改
正
。

職
員
の
配
偶
者
の
就
業
状
況
に
関

係
な
く
、
早
出
・
遅
出
勤
務
の
請
求

を
可
能
と
し
た
。
ま
た
、
３
歳
児
未

満
の
子
を
養
育
す
る
職
員
が
請
求
し

た
場
合
、
業
務
の
運
営
が
著
し
く
困

難
な
場
合
を
除
き
、
正
規
の
勤
務
時

間
以
外
に
勤
務
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

旨
の
規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
可
決
】

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
町
条

例
の
一
部
改
正
。

職
員
の
配
偶
者
の
育
児
休
業
取
得

状
況
に
関
わ
ら
ず
育
児
休
業
等
を
取

条
例
改
正

人
事
案
件

平
成
22
年
第
２
回
安

町
議
会
定
例

会
は
、
６
月
10
日
か
ら
18
日
の
９
日
間
の

会
期
で
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
審
議

さ
れ
た
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
平
成
21
年
度
安

町
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

【
承
認
】

翌
年
度
繰
越
額

１
億
５，
３
２
９
万
７
千
円

（
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
更
新
事
業
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
シ
ス
テ
ム
更
新

事
業
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
更
新
事

業
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
事
業
、

公
用
車
更
新
事
業
、
子
ど
も
手
当
準

備
事
業
、
保
育
園
設
備
改
修
事
業
、

感
染
症
予
防
事
業
、
橋
梁
点
検
長
寿

命
化
計
画
策
定
事
業
、
道
路
舗
装
補

修
事
業
、
防
災
情
報
通
信
設
備
整
備

事
業
、
義
務
教
育
施
設
整
備
事
業
、

義
務
教
育
施
設
（
プ
ー
ル
）
整
備
事

業
、
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
事
業
、

中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
事
業
）

○
平
成
22
年
度
安

町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
１
号
）

に
つ
い
て

【
承
認
】

・
補
正
額
　
５，
１
５
８
万
６
千
円
追
加

専
決
処
分
・
補
正
予
算

報
　
告

平
成
　
年
　
第
　
回
安
堵
町
議
会
定
例
会 
22

2

平
成
　
年
　
第
　
回
安
堵
町
議
会
定
例
会 
22

2

平
成
　
年
　
第
　
回
安
堵
町
議
会
定
例
会 
22

2

・
歳
入
歳
出
総
額

８
億
５，
１
５
８
万
６
千
円

・
主
な
補
正
内
容

前
年
度
繰
上
充
用
金

○
平
成
22
年
度
安

町
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
１
号
）
に

つ
い
て

【
承
認
】

・
補
正
額

１
３
６
万
３
千
円
追
加

・
歳
入
歳
出
総
額

７
６
６
万
３
千
円

・
主
な
補
正
内
容

前
年
度
繰
上
充
用
金

○
平
成
22
年
度
安

町
住
宅
新
築
資
金

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
補
正
第
１
号
）
に
つ
い
て
【
承
認
】

・
補
正
額

１，
６
５
４
万
８
千
円
追
加

・
歳
入
歳
出
総
額

２，
０
４
６
万
８
千
円

・
主
な
補
正
内
容

前
年
度
繰
上
充
用
金

○
平
成
22
年
度
安

町
介
護
保
険
特
別

会
計
（
保
険
事
業
勘
定
）
補
正
予
算

（
補
正
第
２
号
）
に
つ
い
て
【
承
認
】

・
補
正
額

４
４
３
万
４
千
円
追
加

・
歳
入
歳
出
総
額

５
億
１，
５
４
６
万
９
千
円

・
主
な
補
正
内
容

前
年
度
繰
上
充
用
金

得
で
き
る
よ
う
、
育
児
及
び
介
護
を

行
う
職
員
の
仕
事
と
の
両
立
支
援
制

度
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

○
安

町
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

【
可
決
】

奈
良
県
療
育
手
帳
要
綱
の
判
定
基

準
Ａ
を
Ａ
１
、
Ａ
２
に
、
Ｂ
を
Ｂ
１
、

Ｂ
２
に
細
分
化
す
る
改
正
が
行
わ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
本
町
条
例
の
関
連

す
る
文
言
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
平
成
22
年
度
安

町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
補
正
第
２
号
）
に
つ
い
て

【
可
決
】

・
補
正
額
　
　
７
０
１
万
８
千
円
追
加

・
歳
入
歳
出
総
額

27
億
２，
４
５
５
万
７
千
円

・
主
な
補
正
内
容

観
光
マ
ッ
プ
作
成
委
託
料

中
学
校
放
送
設
備
改
修
事
業
費

歴
史
民
俗
資
料
館
庭
園
樹
生
回
復
事

業
費
等

○
平
成
22
年
度
安

町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
２
号
）

に
つ
い
て

【
可
決
】

・
補
正
額

４
７
９
万
６
千
円
追
加

・
総
額

８
億
５，
６
３
８
万
２
千
円

・
主
な
補
正
内
容

電
算
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

１
７
９
万
６
千
円

退
職
被
保
険
者
高
額
療
養
費３０

０
万
円

補
正
予
算
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●　お知らせ ●

後
期
高
齢
者
支
援
金
△
３
１
６
万
円

介
護
給
付
金

３
１
６
万
円

○
平
成
22
年
度
安

町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
２
号
）

に
つ
い
て

【
可
決
】

・
補
正
額

６
０
０
万
円
追
加

・
総
額

３
億
５，
２
１
５
万
４
千
円

・
主
な
補
正
内
容

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
債

６
０
０
万
円

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
工

事
請
負
費

６
０
０
万
円

○
平
成
22
年
度
安

町
介
護
保
険
特
別

会
計
（
保
険
事
業
勘
定
補
正
予
算

（
補
正
第
３
号
）
に
つ
い
て
【
可
決
】

・
補
正
額

52
万
６
千
円
追
加

・
総
額

５
億
１，
５
９
９
万
５
千
円

・
主
な
補
正
内
容

精
算
に
伴
う
償
還
金

【
日
時
】

９
月
12
日
（
日
）
10
時
開
会

【
場
所
】

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

「
式
典
」

「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」

・
サ
ー
ク
ル
の
方
々
に
よ
る
民
謡
・
お
ど
り

・
歌
謡
シ
ョ
ー
　
渚
ゆ
う
子

・
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

Ｈ
Ｉ
Ｘ
（
ヒ
ッ
ク
ス
）

※
70
歳
未
満
の
方
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
当
日
欠
席
さ
れ
た
方
の
記
念

品
の
受
け
取
り
は
10
月
末
日
ま
で
に

ハ
ガ
キ
を
ご
持
参
の
う
え
、
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。（
代
理
受
領
・
可
）（
土
・
日
・

祝
日
除
く
）

※
当
日
、
車
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

記
念
品
の
代
理
受
領
は
ご
遠
慮
願
い

ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内

健
康
福
祉
課

1
57
―
１
５
９
０
FAX
57
―
１
５
９
２

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や

か
な
育
ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
趣

旨
の
も
と
、
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方
に
手
当
て
を

支
給
す
る
制
度
で
す
。

手
当
の
額

１
人
あ
た
り
月
額
１
万
３
千
円

※
子
ど
も
手
当
認
定
請
求
書
を
提
出
し
、

市
町
村
長
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
、

子
ど
も
手
当
を
受
け
る
権
利
が
発
生

し
ま
せ
ん
。

認
定
請
求
に
必
要
な
も
の

○
認
定
請
求
書（
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。）

○
印
鑑

○
健
康
保
険
証
の
写
し
（
保
護
者
）

○
預
金
通
帳
の
写
し
（
保
護
者
）

子
ど
も
手
当
等
の
現
況
届
は
す
み
ま

し
た
か

ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
急

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
資
格
が
あ
っ

て
も
現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
６
月

以
降
の
手
当
が
受
け
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

平
成
22
年
８
月
１
日
か
ら
、
父
子
家

庭
の
み
な
さ
ま
に
も
児
童
扶
養
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
受
給
す
る
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。

死
亡
、
離
婚
、
生
死
不
明
、
拘
禁
な

ど
の
理
由
で
父
又
は
母
と
別
れ
て
生
活

し
て
い
る
児
童
や
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で

生
ま
れ
た
児
童
、
父
母
と
も
不
明
で
あ

る
児
童
、
あ
る
い
は
父
又
は
母
が
重
度

の
障
害
の
状
況
に
あ
る
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
児
童
と

は
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
、
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
た

だ
し
、
心
身
に
一
定
の
障
害
の
状
況
に

あ
る
人
は
20
歳
ま
で
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
公
的
年
金
を
受
け
る
事
が
出
来

る
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
所
得
制
限
や
そ
の
他
の
支
給
要
件
が

あ
り
ま
す
が
、
支
給
資
格
者
と
し
て

認
定
さ
れ
れ
ば
手
当
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
か
ら
５
年

を
経
過
す
れ
ば
請
求
権
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

20
歳
未
満
で
心
身
に
中
程
度
以
上
の

障
害
の
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

で
、（
施
設
入
所
児
童
は
対
象
外
）
所
得

制
限
や
そ
の
他
に
も
支
給
要
件
が
あ
り

ま
す
が
、
受
給
資
格
者
と
し
て
認
定
さ

れ
れ
ば
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
更
新
手
続
き
は
８
月
中
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
児
童
扶
養
手
当
ま
た
は
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
平
成
22
年
度
も
資
格
が
継
続
す
る

か
ど
う
か
の
確
認
す
る
た
め
８
月
上

旬
に
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。
全
額
支

給
停
止
に
な
っ
て
い
る
方
も
手
続
き

が
必
要
で
す
の
で
８
月
中
に
必
ず
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
み
２
年
間
連

続
所
得
制
限
超
過
の
人
に
限
り
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。）

お
問
い
合
せ

住
民
課
　
子
ど
も
手
当
係

1
57
―
１
５
１
１
FAX
57
―
１
５
２
５

６
月
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
関
係
・
多
重

債
務
問
題
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

８
月
の
相
談
日

８
月
３
日
（
火
）
・
10
日
（
火
）
・

17
日
（
火
）
24
日
（
火
）
31
日
（
火
）

時
間

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

ま
で

場
所

役
場
１
階
相
談
窓
口
で
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

総
務
課
　
1
57
―
１
５
１
１

「
敬
老
の
つ
ど
い
」
ご
案
内

子
ど
も
手
当
と
は

消
費
生
活
で
お
困
り
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

専
門
相
談
員
が
お
答
え
し
ま
す
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※
１．

低
所
得
者
Ⅱ
…
同
一
世
帯
の
全

員
が
住
民
税
非
課
税
の
人
。（
低
所
得

者
Ⅰ
以
外
の
人
）

※
２．

低
所
得
者
Ⅰ
…
同
一
世
帯
の
全

員
が
住
民
税
非
課
税
で
そ
の
世
帯
の

判
定
対
象
者
の
各
所
得
が
必
要
経

費
・
控
除
を
さ
し
引
い
た
と
き
に
０

円
と
な
る
人
。（
公
的
年
金
等
控
除
額

は
80
万
円
と
し
計
算
し
ま
す
。）

※
３．
（

）
内
の
数
字
は
、
過
去
12
ヶ

月
間
に
、
一
つ
の
世
帯
で
高
額
療
養

費
の
支
給
が
４
回
以
上
あ
っ
た
場
合

の
４
回
目
以
降
の
自
己
負
担
限
度
額

で
す
。

※
70
歳
未
満
の
方
は
同
一
医
療
機
関
で

の
支
払
い
が
対
象
と
な
り
ま
す
。（
同

一
医
療
機
関
で
も
各
診
療
科
、
医

科
・
歯
科
、
入
院
・
通
院
は
別
計
算

し
ま
す
。）

※
一
つ
の
世
帯
内
で
、
同
じ
月
内
に
２

１，

０
０
０
円
以
上
の
自
己
負
担
額

を
２
回
以
上
支
払
っ
た
場
合
、
そ
れ

ら
を
合
算
し
て
限
度
額
を
超
え
た
分

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
は
、
全
て

の
医
療
機
関
で
の
支
払
い
を
合
計
し

た
額
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
入
院
時
の
食
事
代
や
保
険
が
き
か
な

い
差
額
ベ
ッ
ド
料
な
ど
は
支
給
の
対

象
外
で
す
。

費
と
し
て
国
民
健
康
保
険
か
ら
払
戻
し

さ
れ
ま
す
。
こ
の
払
戻
し
の
基
準
と
な

る
自
己
負
担
限
度
額
は
次
の
と
お
り
で

す
。
１
ヶ
月
の
医
療
費
が
こ
の
限
度
額

を
超
え
た
と
き
は
、
申
請
す
る
と
国
民

健
康
保
険
か
ら
払
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

○
高
額
療
養
費
に
つ
い
て

１
ヶ
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高

く
な
り
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
限
度
額

を
超
え
る
と
、
超
え
た
分
が
高
額
療
養

◆70歳未満の方

区　　分 自己負担限度額

上位所得者 150,000円 （83,400円）※3
（基礎控除後の所得が600万円以上） 医療費が500,000円を超えたときは、超えた分の１％を加えます。

80,100円 （44,400円）※3
一　　般 医療費が267,000円を超えたときは、超えた分の１％を加えます。

低所得者
35,400円 （24,600円）※3

（住民税非課税）

◆70歳以上75歳未満の方

区　　分
自己負担限度額

外来（個人ごと） （入院を含めた世帯合算）

80,100円（44,400円）※3
一定以上所得者 44,400円 医療費が267,000円を超えたときは、

超えた分の１％を加えます。

一　　般 12,000円 44,400円

低所得者
Ⅱ　※1

8,000円
24,600円

（住民税非課税）
Ⅰ　※2 15,000円

○入院したときの食事代について
入院したときは、食事代の一部を負担していただきます。

※住民税非課税世帯の人は「標準負担額減額認定証」、低所得

者Ⅰ・Ⅱの人は「限度額適用・標準負担額減額認定証」が

必要ですので、国民健康保険の窓口に申請してください。

① 一般（②、③以外の方） １食　260円

住民税非課税世帯・ 90日までの入院 １食　210円

② 低所得者Ⅱ 90日を超える入院

（過去12ヵ月の入院日数）
１食　160円

③ 低所得者Ⅰ １食　100円

国
民
健
康
保
険

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
70
歳
未

満
の
人
が
入
院
し
た
場
合
、
一
医
療
機

関
の
窓
口
で
の
支
払
い
は
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
限
度
額
は

所
得
区
分
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
国
民
健
康
保
険
の
窓
口
に

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
を
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
限
度
額
適
用
認

定
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る
世

帯
に
は
、
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
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区
分
Ⅱ：

１
食
に
つ
き
２
１
０
円
（
１

年
間
に
90
日
以
上
入
院
の
場
合
申
請

に
よ
り
、
翌
月
か
ら
１
食
に
つ
き
１

６
０
円
）

区
分
Ⅰ：

１
食
に
つ
き
１
０
０
円

こ
の
認
定
書
は
、
役
場
に
申
請
し
て

認
め
ら
れ
た
場
合
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

申
請
受
付

役
場
　
住
民
課
②
番

後
期
高
齢
者
医
療
の
窓
口

1
57
ー
１
５
１
１
（
内
線
２
２
２
）

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
世
帯
に
介

護
保
険
の
受
給
者
が
い
る
場
合
、
医
療

保
険
と
介
護
保
険
の
限
度
額
を
適
用
後

に
、
年
額
〈
８
月
〜
翌
年
７
月
〉
を
合

算
し
て
左
記
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合

は
、
申
請
す
る
と
そ
の
超
え
た
分
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

※
１
　
平
成
23
年
８
月
か
ら
は
62
万
円

に
変
更
予
定
。

※
平
成
20
年
４
月
〜
７
月
分
は
、
平
成

20
年
８
月
〜
平
成
21
年
７
月
分
と
合

算
し
て
（

）
内
の
限
度
額
を
適
用

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
方
へ

母
子
医
療
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち

の
方
は
、
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
と
一

緒
に
母
子
医
療
の
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
申
請
書
（
住
所
・
氏
名
を
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。）

②
印
鑑

③
対
象
と
な
る
お
母
さ
ん
と
お
子
さ

ん
の
健
康
保
険
証

お
問
い
合
せ

安

町
役
場
住
民
課
②
番
窓
口

1
57
ー
１
５
１
１
（
内
線
２
２
３
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
自
己
負
担
限
度
額
に

つ
い
て

高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
制
度
に
つ
い
て

母
子
医
療
更
新
の

お
知
ら
せ

◆70歳未満の方
区　　分 自己負担限度額
上位所得者

（基礎控除後の所得が600万円以上）
126万円 （168万円）

一般 67万円 （89万円）
低所得者

（住民税非課税）
34万円 （45万円）

◆70歳以上75歳未満の方

※過去12か月以内に外来＋入院の限度額を超えた支給が4回以上あった場合、4回目以降は、
44,400円となります。

区　　分 自己負担限度額
一定以上所得者 67万円（89万円）

一般 56万円※１（75万円）
低所得者Ⅱ 31万円（41万円）
低所得者Ⅰ 19万円（25万円）

所得区分 ａ：外来 ｂ：外来＋入院

（個人単位）
（世帯単位）

現役並み 80,100円＋（医療費－267,000円）
所 得 者

44,400円
×1％※

一　　般 12,000円 44,400円

区分Ⅱ 24,600円
8,000円

区分Ⅰ 15,000円

住
民
税
非
課
税
世
帯

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
さ
れ
て
る

方
の
う
ち
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

に
つ
い
て
は
、
入
院
さ
れ
た
場
合
に
、

『
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
』
を
使
用
す
る
と
、

入
院
時
の
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額

（
表
参
照
）
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

入
院
時
の
１
回
あ
た
り
の
食
事
代
も
減

額
さ
れ
ま
す
。

※
医
療
費
の
支
払
い
が
高
額
に
な
り
、

負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
は
「
高
額
療

養
費
」
支
給
口
座
と
し
て
登
録
し
て
い

る
口
座
に
自
動
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

初
め
て
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
る
方

は
、「
高
額
療
養
費
支
給
申
請
」
の
お
知

ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。

医
療
機
関
に
支
払
う
負
担
の
限
度
額

﹇（
１
か
月
（
同
一
月
内
）﹈
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

区
分
Ⅱ：

世
帯
主
及
び
世
帯
員
全
員
が

住
民
税
非
課
税
で
あ
る
人
。

区
分
Ⅰ：

世
帯
主
及
び
世
帯
員
全
員
が

住
民
税
非
課
税
で
、
世
帯
の
収
入
が
、

一
定
基
準
未
満
の
世
帯
に
属
す
る
人
。

（
年
金
収
入
な
ら
ば
80
万
円
未
満
）
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◎
ペ
イ
ジ
ー
で
の
納
付
（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
金
融
機
関
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
等
を
利
用
し
て
納
付
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

※
口
座
振
替
納
付
を
ご
希
望
の
方
は
、

納
付
書
に
同
封
の
口
座
振
替
依
頼
書

に
ご
記
入
の
う
え
、
金
融
機
関
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
奈
良
県
税
事
務
所
個
人

事
業
税
係
（
1
０
７
４
２
―
25
―
０

７
７
１
内
線
２
０
３
）
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

1

採
用
人
員

消
防
吏
員
　
５
名
程
度
（
平
成
23
年

４
月
採
用
予
定
）

2

受
験
資
格

（1）
年
齢
等

ア

大
学
卒
　
昭
和
58
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法

に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）

を
卒
業
し
た
人
又
は
平
成
23
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
人

イ

短
大
卒
　
昭
和
60
年
４
月
２
日
以

個
人
事
業
税
の

第
１
期
分
の
納
期
限
は
、

8
月
31
日
（
火
）

第
2
期
分
の
納
期
限
は
、

11
月
30
日
（
火
）
で
す
。

第
１
期
分
・
第
2
期
分
の
納
付
書

を
ま
と
め
て
同
封
し
て
お
り
ま
す
。

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

第
２
期
分
の
納
付
書
は
、
納
期
ま
で
保

管
し
て
い
た
だ
き
、
納
期
限
（
11
月
30

日
）
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
は
、

第
１
期
分
の
納
期
に
全
額
を
納
付
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
第
１
期
分
・
第
２
期
分
を
ま
と
め
て

第
１
期
分
の
納
期
限
ま
で
に
納
付
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

県
税
事
務
所
又
は
金
融
機
関
で
の
窓

口
納
付
、
口
座
振
替
の
納
付
方
法
に
加

え
、
次
の
方
法
に
よ
り
納
付
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

◎
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
（
税
額
が
30
万

円
以
下
の
も
の
に
限
り
ま
す
。）

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法

に
よ
る
短
期
大
学
（
大
学
を
除
く
。）

を
卒
業
し
た
人
又
は
平
成
23
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
人

ウ

高
校
卒
　
昭
和
62
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法

に
よ
る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
又

は
平
成
23
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

（2）
身
体

消
防
吏
員
と
し
て
職
務
遂
行
に
必
要

な
身
体
（
四
肢
関
節
機
能
を
含
む
。）、

体
力
を
備
え
て
お
り
、
次
の
基
準
を
満

た
す
人
で
あ
る
こ
と
。

ア
　
身
長

男
性
　
お
お
む
ね
１
６
０
㎝
以
上

女
性
　
お
お
む
ね
１
５
５
㎝
以
上

イ
　
体
重

男
性
　
お
お
む
ね
50
㎏
以
上

女
性
　
お
お
む
ね
45
㎏
以
上

ウ
　
胸
囲

男
性
　
お
お
む
ね
身
長
の
１
／
２
以
上

エ

視
力
等
　
き
ょ
う
せ
い
視
力
を
含

み
、
両
眼
で
0.7
以
上
、
か
つ
、
１
眼

で
そ
れ
ぞ
れ
0.3
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
色
覚
が
正
常
で
あ
る
こ
と
。

オ

聴
力
　
左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ

と
。

カ

言
語
が
明
瞭
で
充
分
な
発
声
が
で

き
る
こ
と
。
ま
た
、
健
康
で
伝
染
性

疾
患
が
な
い
こ
と
。

（3）
日
本
国
籍
を
有
す
る
こ
と
。

（4）
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
事
項

に
該
当
し
な
い
こ
と
。

3

試
験
方
法

（1）
第
１
次
試
験

平
成
22
年
９
月
19
日
（
日
）
午
前
９

時
30
分
〜

・
教
養
（
筆
記
）
試
験

（2）
第
２
次
試
験

第
１
次
試
験
合
格
者
の
み
　
10
月
下

旬
・
口
述
試
験

・
適
性
検
査

・
体
力
試
験
（
１，

５
０
０
ｍ
走
等
）

4

受
験
手
続
（
問
合
せ
）

北
葛
城
郡
王
寺
町
王
寺
１
丁
目
１
番

３
号

西
和
消
防
組
合
消
防
本
部
　
総
務
課

内
　
職
員
試
験
委
員
会

1
０
７
４
５
―
73
―
１
０
０
１

（
内
線
２
０
４
、
２
０
９
）

5

受
験
申
請
受
付
期
間

平
成
22
年
８
月
４
日
（
水
）
〜
同
年

８
月
20
日
（
金
）（
月
〜
金
曜
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）

平
成
22
年
度

西
和
消
防
組
合
職
員
採
用

試
験
の
お
知
ら
せ

奈
良
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
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今
年
度
よ
り
合
同
音
楽
会
と
文
化
発

表
会
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
安

町
文
化

祭
に
出
演
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

11
月
３
日
（
祝
水
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
（
予
定
）

※
出
演
団
体
数
に
よ
り
開
始
時
間
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。

会
場

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
　
多
目
的
ホ
ー
ル

出
演
資
格

安

町
在
住
・
在
勤
の
方
を
含
む
５

名
以
上
の
団
体

※
年
間
を
通
じ
て
継
続
的
に
文
化
的
な

活
動
を
し
て
い
る
団
体

※
町
外
住
民
の
単
独
の
団
体
は
認
め
な
い

出
演
時
間

原
則
、
１
団
体
に
つ
き
準
備
片
づ
け

を
含
め
20
分
以
内

※
出
演
団
体
に
よ
っ
て
時
間
の
調
整
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
出
演
団
体
の
申
込
・
受
付
等

所
定
の
申
込
書
（
教
育
委
員
会
事
務

局
に
て
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
教
育
委
員
会
事
務
局
に
申
込

を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

８
月
２
日
（
月
）
〜
８
月
13
日
（
金
）

（
土
・
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
込
場
所

安

町
教
委
委
員
会
事
務
局

備
考申

込
受
付
終
了
後
、
後
日
行
う
出
演

団
体
の
打
合
せ
会
議
に
出
席
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

お
問
い
合
せ

安

町
教
育
委
員
会
事
務
局

1
57
―
２
０
３
３

町
内
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
富

雄
川
や
道
路
周
辺
の
空
き
缶
・
あ
き
ビ

ン
・
ゴ
ミ
清
掃
を
行
い
ま
す
。
住
民
の

み
な
さ
ま
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。
作
業
用
手
袋
、
ゴ
ミ
袋
等
は

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
清
掃
の
で

き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
24
回
安

町
文
化
祭

ふ
る
さ
と
美
化
安

町

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

日
時

９
月
５
日
（
日
）
雨
天
決
行

午
前
９
時
〜
11
時
頃

た
だ
し
、
午
前
６
時
以
降
安

町
に

大
雨
、
強
風
に
関
す
る
警
報
・
注
意

報
発
令
時
は
中
止
し
ま
す
。

集
合
場
所

安

町
役
場

集
合
時
間

午
前
９
時
ま
で
に
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

役
場
総
務
課

1
57
―
１
５
１
１

県
で
は
、
都
市
計
画
の
変
更
案
に
関

す
る
公
聴
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。た

だ
し
、
公
述
申
出
書
の
提
出
が
な

か
っ
た
場
合
は
公
聴
会
の
開
催
を
中
止

し
ま
す
。

【
都
市
計
画
の
種
類
】

①
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及

び
保
全
の
方
針

（
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

②
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域

と
の
区
分

③
用
途
地
域

【
日
時
場
所
】

奈
良
会
場

・
日
時：

平
成
22
年
８
月
28
日
（
土
）

13
時
か
ら

・
場
所：

奈
良
市
中
部
公
民
館
ホ
ー
ル

橿
原
会
場

・
日
時：

平
成
22
年
８
月
29
日
（
日
）

13
時
か
ら

・
場
所：

奈
良
県
橿
原
文
化
会
館
小
ホ

ー
ル

【
閲
覧
期
間
】

変
更
案
に
つ
い
て
は
平
成
22
年
８
月

３
日
（
火
）
〜
17
日
（
火
）
ま
で
、

県
都
市
計
画
室
と
安

町
役
場
建
設

課
（
執
務
時
間
内
に
限
る
。）
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
ま
た
、
県
都
市
計
画
室

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

【
公
述
申
出
書
の
提
出
】

こ
の
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と

を
希
望
す
る
方
（
た
だ
し
、
関
係
市

町
村
の
住
民
そ
の
他
の
利
害
関
係
者

に
限
り
ま
す
。）
は
、
氏
名
、
住
所
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
公
述
希

望
日
、
意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由

を
記
載
し
た
公
述
申
出
書
を
、
平
成

22
年
８
月
18
日
（
水
）
ま
で
に
必
着

で
県
都
市
計
画
室
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

県
都
市
計
画
室

1
０
７
４
２
―
27
―
７
５
２
０

役
場
建
設
課
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

1
０
７
４
３
―
57
―
１
５
１
９

都
市
計
画
の
変
更
案
に

つ
い
て
の
公
聴
会
の
開
催

ス
テ
ー
ジ
発
表

参
加
団
体
募
集
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●　お知らせ ●

だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉
課

1
57
―
１
５
９
０
FAX
57
―
１
５
９
２

奈
良
県
調
停
協
会
奈
良
支
部
で
は
、

裁
判
所
の
後
援
で
無
料
調
停
相
談
所
を

開
催
し
ま
す
。

『
お
金
を
貸
し
た
が
返
し
て
く
れ
な

い
』、

『
隣
家
と
の
境
界
の
こ
と
で
も
め
て

い
る
』、

『
交
通
事
故
の
示
談
が
う
ま
く
い
か

な
い
』、

『
サ
ラ
金
へ
の
返
済
に
困
っ
て
い
る
』、

『
夫
婦
の
間
で
も
め
事
が
絶
え
な
い
』、

作
品
創
作
を
通
し
て
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進
を

図
る
目
的
で
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て

出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

【
出
品
資
格
者
】

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
素
人
の
方

【
出
品
種
目
】

日
本
画
・
洋
画
・
書
・
工
芸
・
手

芸
・
写
真
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
タ

イ
プ
ア
ー
ト

【
出
品
数
】

１
人
１
点

【
出
品
申
込
期
限
】

８
月
20
日
（
金
）

【
作
品
提
出
日
】

８
月
27
日
（
金
）

【
展
示
期
間
】

９
月
６
日
（
月
）
〜
30
日
（
木
）

た
だ
し
、
土
、
日
及
び
祝
日
は
休
み

で
す
。

【
展
示
場
所
】

安

町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
１
階

※
出
品
作
品
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

細
心
の
注
意
を
い
た
し
ま
す
が
、
万

一
の
破
損
、
汚
損
等
の
場
合
に
は
責

任
を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く

『
遺
産
の
こ
と
に
関
し
て
疑
問
が
あ

る
』、
等
々
・
・
・

こ
ん
な
『
民
事
・
家
事
』
の
争
い
や

悩
み
に
つ
い
て
、
御
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、
こ
の
際
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ

い
。な

お
、
裁
判
所
で
は
こ
の
日
以
外
で

も
、
休
日
を
除
き
い
つ
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

記

日

時

平
成
22
年
10
月
５
日
（
火
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

場
　
所

生
駒
セ
イ
セ
イ
ビ
ル

〒
６
３
０
―
０
２
５
７

生
駒
市
元
町
１
丁
目
６
―
12

（
近
鉄
奈
良
線
・
生
駒
駅
　
南
口
か

ら
南
東
へ
徒
歩
２
分
）

相
談
員

民
事
及
び
家
事
調
停
員
（
弁

護
士
を
含
む
）

＊
お
問
い
合
せ
先

奈
良
簡
易
裁
判
所

奈
良
市
登
大
路
町
35

1
０
７
４
２
―
26
―
１
２
７
１

１
　
開
催
日
時

平
成
22
年
８
月
30
日
（
月
曜
日
）

２
　
開
催
場
所

安

町
高
齢
者
作
品
展
の

開
催
に
つ
い
て

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
興
留
10
丁
目

６
番
43
号

斑
鳩
町
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
「
い
か

る
が
ホ
ー
ル
」
大
ホ
ー
ル

３
　
大
会
内
容
（
２
部
構
成
）

（
１
）
第
１
部

ア
　
主
催
者
挨
拶

イ
　
来
賓
挨
拶

ウ
　
表
彰
式

・
暴
力
追
放
功
労
団
体
・
個
人
表
彰

エ
　
暴
力
団
・
銃
器
追
放
宣
言

（
２
）
第
２
部

ア
　
落
語

・
落
語
家（
上
方
噺
家
）
笑
福
亭
　
純
瓶

（
し
ょ
う
ふ
く
て
い
　
じ
ゅ
ん
ぺ
い
）
氏

・
活
動

演
芸
カ
フ
ェ
奈
良
町
落
語
館
で
、
定

期
寄
席
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て

活
動
。
ま
た
、
自
身
も
寄
席
に
立
ち

演
芸
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

イ
　
講
演

・
講
師

朝
日
放
送
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
　
道
上
　
洋
三
（
ど
う
じ
ょ

う
　
よ
う
ぞ
う
）
氏

・
講
演
テ
ー
マ

〜
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
奮
戦
記
〜

人
の
繋
が
り
の
大
切
さ

・
活
動

「
お
は
よ
う
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
道
上

洋
三
で
す
」

Ａ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
等

無
料
調
停
相
談

平
成
22
年
度
暴
力
団
・

銃
器
追
放
奈
良
県
民
大
会
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安

小
学
校
三
年
生
の
中
家
体
験
学

習
会
が
、
今
年
も
六
月
十
四
日
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
国
指
定
重
要
文
化
財
の

中
家
住
宅
と
安

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
が
協
力
し
、
今
年
で
六
回
目
に
な

り
ま
す
。
外
濠
と
内
濠
の
間
の
竹
や
ぶ

で
筍
掘
り
を
し
、
国
内
最
大
級
と
い
わ

れ
る
十
一
個
の
勾
玉
状
の
か
ま
ど
の
内

二
個
を
実
際
に
使
用
し
、
採
っ
た
筍
を

ゆ
で
て
試
食
し
ま
し
た
。
ま
ず
中
庭
で

当
会
員
が
、
中
家
の
歴
史
や
大
和
棟
の

説
明
を
簡
単
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
三

年
生
四
十
人
が
二
班
に
分
か
れ
、
別
々

に
体
験
学
習
に
入
り
ま
し
た
。
筍
を
見

つ
け
て
は
歓
声
を
上
げ
、
掘
り
方
を
教

え
て
も
ら
っ
て
二
・
三
本
ず
つ
採
っ
た

後
、
記
念
撮
影
。
筍
を
か
か
げ
な
が
ら

写
真
に
収
ま
る
生
徒
達
の
顔
は
、
満
面

の
笑
顔
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

か
ま
ど
組
の
方
も
、
昔
の
く
ら
し
の
話

を
聞
い
た
後
、
次
々
に
活
発
な
質
問
を

し
、
お
ま
ち
か
ね
の
試
食
で
は
、
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
味
の
三
種
類
を
楽
し
み
ま
し
た
。「
お

い
し
い
！
」「
ち
ょ
っ
と
に
が
い
！
」
と

こ
こ
で
も
歓
声
が
上
が
り
、
あ
っ
と
い

う
間
に
完
食
。
満
足
そ
う
な
生
徒
達
が

笑
顔
で
帰
路
に
着
い
た
後
、
百
本
の
筍

を
車
に
積
ん
で
学
校
へ
届
け
ま
し
た
。

珍
し
い
お
み
や
げ
に
、
き
っ
と
各
々
の

家
庭
で
は
子
供
達
を
囲
ん
で
話
に
花
が

咲
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
成
人
し
て
か

ら
も
、
故
郷
安

町
で
の
思
い
出
が
心

に
永
く
刻
ま
れ
、
郷
土
愛
が
育
つ
一
端

と
な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

安

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
　
記

★
〜
乗
り
物
盗
が
多
発
傾
向
〜

■
〜
本
年
１
月
か
ら
５
月
ま
で
に
８
件

の
発
生
〜

＊
発
生
状
況
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗
が
５

件
、
自
転
車
盗
が
３
件
で
、
昨
年
の

同
時
期
は
３
件
で
し
た
が
５
件
増
加

し
て
い
ま
す
。

＊
発
生
し
て
い
る
地
域
は
、

・
東
安

７
件
、
笠
目
が
１
件
で
あ
り
、

笠
目
の
１
件
（
自
転
車
盗
）
を
除
い

た
７
件
は
、
全
て
深
夜
に
盗
ま
れ
て

い
ま
す
。

＊
深
夜
に
発
生
し
て
い
る
乗
り
物
盗
の

特
徴

・
マ
ン
シ
ョ
ン
前
に
停
め
ら
れ
て
い
た

も
の
が
４
件
で
個
人
の
敷
地
内
に
停

め
ら
れ
て
い
た
も
の
が
３
件
で
す
。

・
い
ず
れ
も
施
錠
し
て
い
て
盗
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
個
人
の
敷
地
内
の
も
の

は
、
無
施
錠
の
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
に
つ
い
て
は
、
キ
ー

を
つ
け
た
ま
ま
の
も
の
が
１
件
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
全
て
キ
ー

を
抜
い
て
い
た
の
で
す
。

●
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

◎
施
錠
や
キ
ー
を
抜
い
て
ハ
ン
ド
ル
ロ

ッ
ク
を
し
て
い
て
も
、
盗
ま
れ
て
い

ま
す
の
で
、
２
重
ロ
ッ
ク
に
し
て
下

さ
い
。

例
え
ば
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
キ
ー
を
抜

い
て
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
し
た
上
で
、

別
に
鎖
錠
や
Ｕ
字
錠
を
取
り
付
け
る

等
、
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
を
移
動
で
き

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
自
宅
だ
か
ら
安
心
と
い
っ
た
安
易
な

気
持
を
持
た
ず
、
確
実
な
施
錠
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
盗
ま
れ
て
悔
し
い

思
い
を
す
る
の
は
、
自
分
自
身
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

安

駐
在
所

1
・
FAX
57
―
２
６
０
３

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り 

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り 

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
全
・
安
心
の
街

通
報
先
　
緊
急
の
場
合
は
１
１
０
番

奈
良
県
警
察
本
部

1
０
７
４
２
―
23
―
０
１
１
０

西
和
警
察
署

1
０
７
４
５
―
72
―
０
１
１
０

安

駐
在
所

1
０
７
４
３
―
57
―
２
６
０
３

「
中
家
体
験
学
習
会
」
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大人はキャッチャーに徹すること
大人がキャッチャーであろうとすれば、子どもたちの多くは間違いなく内面世界を出してくる。（大人
達が）ピッチャーばかりしていて、子どもに受け取れというようなスタイルでは問題は潜在化し、解決
していく努力にはつながらない。キャッチャーであること、子どもが投げた球をしっかり受けとめて、
豊かに返球する努力が最も今、大人に要請されている。（金森俊明氏の著書より、文意を変えず一部改変）

ひとつひとつは簡単なことなのに、きちんと身につけさせるとなるとなかなか難しいもの。
こうしたしつけにも実は基本のルールがあります。

□きっぱりとした態度で言い切る。
「どうして？」と子どもが聞いてきたときに、すべて理屈で説明しなければと思っていませんか。時には、「だめなものはだ

め」ときっぱり言い切る態度も必要です。

□子どもの相手をするときは集中する。
忙しいからと家事をしながらのお説教をしたりメールをしながら子どもの話を聞いたつもりになったり
していませんか。

□親が自分の意見をもつ。
「そんなことしてたら近所の人に笑われるよ。」「先生にしかられからやめときなさい。」という人の価

値観ではなくて、「私はこう思う。」「あなたにはこうしてほしい。」という自分の意見で子どもをしつけていますか。

□お金をものさしにしない。
「いくらかかってると思ってるの？もっと大切にしなさい。ごめんなさいは！」。・・・・
知らず知らず、物の価値はお金の価値であると教えているようなことになっていませんか。

□子どもに過干渉にならない。
危険がともなわない限り子ども同士のけんかになるべく口を出さない。子どもどうしの小さな秘
密は知らないふりをしてそっと見守ることも、時には必要。

□子どもを決め付けない。
あなたは、忘れっぽいんだから。集中力がないんだから。ぐずぐずして用意が遅いんだから・・・・アドバイスのつもりが、

子どもにプレッシャーをかけていることもあります。

□子どものご機嫌をとらない。
不機嫌になると面倒だから、泣いたらかわいそうだからとその場限りの対応や一時の感情で

子どものわがままを通してしまうことはないでしょうか。

□ほめるときは本心からほめる。
とりあえずほめたり、おおげさにほめてもそこにあるウソは子どもに見抜かれます。

□子どもがしてだめなことは親もしない。
親の背中をみて子は育つとは昔から言われていること。子どもは親の言葉や態度を実によく見ているものです。特に「あい

さつ」などは、親が近隣はもちろん家庭内でも、きちんとあいさつして見せることが基本です。
出典：あいさつができる！後かたづけができる！（辰巳渚著・池田書店より一部抜粋）

きちんと返事・あいさつできる子にきちんと返事・あいさつできる子に

学校・家庭・地域の連携 
第２の扉第２の扉

て
い
か
か
ず
ら

美
し
い
青
田
が
一
面
に
広
が
っ
て
、

風
が
吹
き
渡
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
情
景

に
接
す
る
と
、
あ
る
講
演
会
で
の
言
葉

が
浮
か
ん
で
く
る
。
▼
米
を
作
る
の
は

誰
で
し
ょ
う
。
お
百
姓
さ
ん
で
は
あ
り

ま
せ
ん
よ
。
米
を
作
る
の
は
、
稲
で
す
。

お
百
姓
さ
ん
は
、
稲
が
米
を
作
る
の
を

少
し
手
助
け
す
る
だ
け
で
す
よ
。
そ
ん

な
話
で
あ
っ
た
。
▼
ま
た
、
あ
る
院
長

の
言
葉
。
病
気
を
治
す
の
は
医
者
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
病
気
を
治
す
の
は
患
者

さ
ん
の
力
。
医
者
は
そ
の
手
助
け
を
す

る
だ
け
で
す
。
▼
教
育
や
子
育
て
や
人

の
育
ち
を
、
こ
う
い
う
視
点
で
考
え
て

み
る
と
、
本
質
が
見
え
て
く
る
気
が
す

る
。
▼
人
は
皆
、
伸
び
る
力
を
内
に
秘

め
て
い
る
。
要
は
、
そ
の
力
を
信
じ
る

こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
だ
ろ
う
。
信

じ
ら
れ
な
い
時
、
人
は
人
を
作
ろ
う
と

し
、
そ
し
て
、
時
に
ゆ
が
め
ら
れ
る
。

▼
信
じ
る
た
め
に
は
、
丁
寧
に
そ
の
姿

を
見
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
切

な
の
は
、
伸
び
よ
う
と
す
る
芽
を
見
守

り
、
方
向
を
示
し
、
助
言
し
、
育
ち
を

支
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
文
責
　
中
川
）

青
　
田
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第１の扉第１の扉

今や中高生はもちろん、小学生にまで浸透しつつ
ある携帯電話。その利便性と同時に、学校裏サイト、
迷惑メール、架空請求詐欺、個人情報漏洩、子ども
の精神や健康を蝕む携帯依存症など、そこには安易
に買い与える前に保護者として知っておかなければ
ならないさまざまなリスクが存在します。フィルタ
リング機能の活用とその限界、親子で相談しながら
ルールを作って携帯とうまく付き合う方法な
ど・・・・教育委員会の久保教育主幹が具体的な事
例を挙げながら保護者に解説しました。
【参加者感想から】
これから、ケイタイを持たせる未来に、こういっ

た情報はすごく大切でありがたいと思います。また
同時にＤＶＤを見せてい
ただいて、モノや環境に
振り回されやすい子ども
たちとのコミュニケーシ
ョン作りも大切だなぁと
思いました。

携帯持たせる前に・・・
６月５日（土）教育講演会
安堵小学校土曜参観にて

梅雨入りを目前に控えた
初夏のまぶしい日差しの中
で、地図を片手に矢田丘陵
を巡り、薪でご飯やカレー
を炊いて食べました。また、
夜空の下では、キャンプフ
ァイヤーで思いっきり歌ったり踊ったりして楽しく

すごしました。一泊二日
の野外活動は、ひとりひ
とりが責任を果たし、友
だちと協力することの大
切さを学び合う高学年の
大切な行事の一つです。

初夏の自然の中で
６月11日（土）～12日（日）
野外活動　安堵小学校５年生

中家の周囲に茂る竹林で３年生の子どもたちが筍
堀りを体験しました。また、
母屋では、昔ながらのかま
どで茹でた採れたての筍も
子どもたちに振舞われまし
た。地域の方々と触れ合い
ながらの郷土学習です。

筍にょきにょき
６月14日（月）安堵小学校３年生

資料館の方から説明
をうけて子どもたちは
裸足になって田んぼに
入りました。泥に足を
取られながら慣れない
手つきで苗を植えてい
きます。普段は静かな

資料館前の田んぼに、にぎやかな子どもたちの声が
響き渡りました。「これからも続けて観察に来てほ
しい。」資料館の方からのメッセージには、米作り
だけでなく、何事
にも一生懸命取り
組める大人になっ
てほしいという子
どもたちへの期待
や願いが込められ
ています。

田植え ６月17日（木）

古代米づくり　安堵小５年

安 中学校では、人・自然・伝統文化とふれ合う
豊かな体験活動をとおして、「生命を大切にする子
どもの育成」をテーマに道徳教育の推進に力を入れ
ています。授業では、それぞれの学級の実態に即し
た教材と向き合いながら真剣に考える生徒の姿が印
象的でした。また、たくさんの保護者も参観に訪れ
わが子の姿を見守って
いました。授業をとお
して学び、考えたこと
をぜひこれからの生活
に生かしてほしいもの
です。

心と生命の輝く道徳をめざして
６月19日（土）土曜参観（道徳参観）
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●　お知らせ ●

各大字にて盆踊り 水車踏み

ランプ掃除 大道教会にて　大道芸　松の廊下

―辻本奨之氏所蔵　辻本忠夫氏スケッチ画より―

―大正時代から昭和時代初期―

平城遷都1300年記念特別企画

ふるさと安 ・人々の暮らし（16）

◆
安

町
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

大
和
に
お
け
る
安

の
歴
史
を
考
え
る

日
時

９
月
18
日（
土
）
午
後
１
時
よ
り

場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー

◆
あ
ん
ど
夢
あ
か
り
〝
安
燈
会
〞

日
時

９
月
19
日（
日
）
午
後
５
時
頃
よ
り

場
所

岡
崎
川
桜
並
木
堤
防
お
よ
び

安

中
央
公
園
一
帯

灯
り
を
並
べ
て
点
灯
・
消
灯
の
作
業
、

燈
器
（
竹
筒
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
の
製

作
作
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。
折
り
込
み
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
同
時
開
催
予
定
〝
輪
に
な
っ
て
踊
ろ

う
〞
の
踊
り
を
練
習
し
ま
す
。

日
時

９
月
９
日（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

※
動
き
や
す
い
服
装
、
上
履
き
、
お
茶

持
参
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

安

町
観
光
振
興
・
魅
力
発
信
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局
（
役
場
総
務
課
内
）

1
57
―
１
５
１
１
FAX
57
―
１
５
２
６

サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集

平
城
遷
都
1
3
0
0
年
祭
記
念

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
お
知
ら
せ
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●　お知らせ ●

当
町
で
育
ま
れ
た
、
灯
芯
づ
く
り
の

技
術
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
当
日
は

熟
練
者
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
体
験

ト ケ イ ソ ウ

8888月月月月 のののの 花花花花

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

同
時
に
わ
ら
製
の
ぞ
う
り
を
手
作
り

し
ま
す
。

日
　
時
　
８
月
29
日
（
日
）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

参
加
費

入
館
料

募
集
人
数

各
10
名
（
申
込
み
順
）

申
込
み
　
窓
口
・
電
話
に
て
事
前
申
込

み
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ぞ
う
り
作
り
参
加
者
は
、
は
さ
み
持
参

の
上
、
ズ
ボ
ン
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
・
場
所
・
申
込
み

安

町
歴
史
民
俗
資
料
館

（
大
字
東
安

１
３
２
２
）

1
57
―
５
０
９
０
FAX
57
―
８
８
９
５

と
う

し
ん

灯
芯
ひ
き
･
体
験
会

わ
ら
ぞ
う
り
作
り

ぞうり作り風景

灯芯ひき風景

安

町
陶
芸
展
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
多
数
ご
出
品
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

期
間９

月
17
日
（
金
）
〜
９
月
20
日
（
日
）

場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
展
示
ホ
ー
ル

出
品
資
格

町
在
住
及
び
在
勤
の
方

出
品
点
数

自
由

題
材

自
由

申
込
・
搬
入
期
間

９
月
10
日
（
木
）
〜
９
月
13
日
（
日
）

申
込
・
搬
入
場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

作
品
搬
出

９
月
22
日
（
月
）
よ
り

そ
の
他

出
品
料
は
無
料
で
す
。
出
品
作
品
に

つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を
い
た
し
ま

す
が
、
万
一
破
損
・
汚
染
の
場
合
は

責
任
を
お
い
か
ね
ま
す
の
で
あ
ら
か

じ
め
御
了
承
願
い
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

1
57
―
２
２
８
１

○
種
目：

①
航
空
学
生

②
一
般
曹
候
補
生

③
自
衛
官
候
補
生

④
看
護
学
生

○
受
付：

①
、
②
は
平
成
22
年
８
月
１

日
〜
９
月
10
日
ま
で

③
は
、
男
子：

年
間
を
通
じ
て

女
子：

平
成
22
年
８
月
１
日
〜
９
月

10
日

④
は
平
成
22
年
９
月
６
日
〜
10
月
１

日
○
募
集
説
明
会
を
８
月
５
日
、
７
日
、

９
日
の
10
時
〜
16
時
の
間
、
自
衛
隊

奈
良
募
集
案
内
所
で
実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
奈
良
募
集
案
内
所

奈
良
市
高
天
町
11
―
１
　
高
天
飯
田

ビ
ル
２
階

1
０
７
４
２
―
27
―
５
７
０
１

安

町
陶
芸
展
作
品
募
集

自
衛
官
募
集
案
内
に
つ
い
て
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●　スポーツ ●

日
時
　
９
月
４
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
集
合

場
所

安

中
央
公
園
多
目
的
広
場

受
付

当
日
受
付

日
時
　
９
月
５
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
集
合

場
所

安

中
央
公
園
多
目
的
広
場

参
加
資
格

町
内
在
住
者
・
在
勤
者

受
付

当
日
受
付

日
時
　
９
月
12
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
集
合

場
所

安

中
央
公
園
多
目
的
広
場

参
加
資
格

町
内
在
住
者
・
在
勤
者

受
付

９
月
６
日
〜
９
月
９
日

広
報
の
７
月
号
で
生
駒
郡
民
大
会
の

結
果
に
お
い
て
軟
式
野
球
の
部
の
優
勝

チ
ー
ム
を
（
ド
ジ
ラ
ー
ズ
）
と
掲
載
い

た
し
ま
し
た
が
正
し
く
は
（
安

ホ
ー

ク
）
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
あ

げ
ま
す
。

参
加
資
格

町
内
在
住
者
・
在
勤
者
・
年
齢
不

問
・
親
子
で
の
参
加
歓
迎

ス
リ
ー
タ
ッ
チ
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
・
室
内
ペ
タ
ン
ク

（
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
）

日
時
　
８
月
14
日
・
28
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
集
合

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

参
加
費

１
０
０
円

※
平
成
22
年
４
月
よ
り
軽
ス
ポ
―
ツ
教

室
は
年
会
費
１，

０
０
０
円
と
参
加

費
１
０
０
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

日
時
　
８
月
６
日
・
20
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
集
合

第
36
回
秋
季
少
年
野
球
大
会

兼
第
34
回
６
年
生
を
送
る

少
年
野
球
大
会

第
29
回
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
19
回
ペ
タ
ン
ク
大
会

訂
正
と
お
詫
び

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

参
加
費

１
０
０
円

受
付

当
日
受
付

日
時
　
８
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28

日
（
土
）

午
前
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所

安

中
央
公
園
多
目
的
広
場
の

桜
並
木
周
辺

参
加
費

無
料

受
付

当
日
受
付

日
時
　
８
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・
23

日
・
30
日
（
月
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

受
付

当
日
受
付

柏
原
ぶ
ど
う
園
で
ぶ
ど
う
狩
り
。

自
然
の
中
で
、
お
い
し
い
ぶ
ど
う
を

い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
８
月
29
日
（
日
）

集
合

午
前
９
時
30
分
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅

解
散

午
後
２
時
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅

「
す
こ
や
か
安
堵
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
よ
り
お
知
ら
せ

「
す
こ
や
か
安

ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
よ
り
お
知
ら
せ

場
所

柏
原
市
観
光
ぶ
ど
う
園

参
加
費

会
費
　
大
人
１，

１
０
０
円

小
人
８
０
０
円

会
員
以
外
大
人
　
１，

３
０
０
円

保
険
代
　
１
人
１
０
０
円

交
通
費
　
大
人
往
復
４
２
０
円
（
子

ど
も
２
２
０
円
）

参
加
資
格

町
在
住
者

持
物

弁
当
・
水
筒

定
員

先
着
30
名

受
付

８
月
２
日
（
月
）
〜
７
日
（
土
）

３
日
（
火
）
休
館
日

お
問
い
合
せ

安

中
央
公
園
体
育
館

1
58
―
４
０
１
１

日
時

８
月
６
日
（
金
）
・

８
月
20
日
（
金
）

い
ず
れ
も
午
前
10
時
00
分

〜
11
時
45
分

場
所

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階

※
入
退
出
は
自
由
で
す
。

※
入
園
前
ま
で
の
お
子
様
が
対
象
で
す
。

真

美

健

康

体

操

教

室

ぶ
　
ど
　
う
　
狩
　
り

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
教
室

ス

リ

ー

タ

ッ

チ

教

室

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

大
会
の
お
知
ら
せ

大
会
の
お
知
ら
せ

べ
ビ
マ
マ
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

べ
ビ
マ
マ
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ
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●　健　　康 ●

☆８月は食品衛生月間です☆

健康 カ レ ン ダ ーこ ど も
事　業　名 日　　時 対　　象 持　ち　も　の 内　容　等

母子健康手帳
アンケート用紙
歯ブラシ･コップ･
タオル・お茶

母子健康手帳
アンケート用紙
バスタオル

12 か　月　児
健　康　相　談

8月17日（火）
午前９時30分～
45分受付

満12・13か月児

歯科診察・相談・フ
ッ素塗布
保護者で希望する方
に歯周疾患健診
（200円）

２ 歳 児 親 子
歯科健康診査

8月5日（木）
午後１時10分～
受付
※時間を区切り
指定します。

平成20年５月14日～
８月５日生まれの児

歯科診察・相談・フ
ッ素塗布

身体計測、歯科・育
児相談

母子健康手帳
アンケート用紙
バスタオル

４　か　月　児
健　康　診　査

8月17日（火）
午後１時15分～
１時30分受付

満３・４か月児
身体計測、内科診察、
栄養・育児相談

10 か　月　児
健　康　診　査

8月17日（火）
午後１時50分～
２時５分受付

満９・10か月児

３ 歳 児 歯 科
健　康　診　査

8月5日（木）
午後２時10分～
受付
※時間を区切り
指定します。

平成19年５月14日～
８月５日生まれの児

事　業　名 日　時 対　象 持ちもの 内　容　等

健　康　相　談
（役場ロビー）

8月5日（木）9月3日（金）
午前９時～10時30分受付

健　診　後　の
健　康　相　談

8月6日（金）
午前９時～午後４時
２日前までに要予約
時間は予約時に相談の上決定

毎 月 20 日 の
個別健康相談

8月20日（金）・9月17日（金）
いずれも２日前までに要予約
時間は予約時に相談の上決定

歯周疾患健診
8月5日（木）
午後３時～３時10分受付
２日前までに要予約

健康手帳
または
健康ファイル

尿検査希望の
方は、朝起き
てすぐの尿を
お持ちくださ
い。

町住民

健康相談、血圧・腹囲・体
組成測定（体脂肪率・基礎
代謝量・筋肉量・内臓脂肪
レベルなど）、開眼片足立
ち、尿検査、尿中塩分濃度
測定（１日の摂取塩分量が
わかります。料金２回分で
100円）
＊８月５日、８月６日午前
中は、管理栄養士による栄
養相談があります。

健康手帳また
は健康ファイ
ル・歯ブラ
シ・コップ・
タオル・料金
200円

40歳以
上住民

歯科診察・相談など

お と な

☆場所は福祉保健センター （役場ロビーでの健康相談は除く）
お問い合せ 福祉保健センター内健康福祉課（157－1591 ＦＡＸ57－1592）

※対象者には通知します。 ※場所はいずれも福祉保健センター
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●　健　　康 ●

み ん な で 健 康み ん な で 健 康

〈
骨
に
よ
い
生
活
習
慣
〉

①
骨
の
形
成
に
欠
か
せ
な
い
カ
ル
シ

ウ
ム
を
し
っ
か
り
と
る
。

②
骨
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
で
骨
形

成
が
盛
ん
に
な
る
運
動
を
行
う
。

※
さ
ら
に
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
の
「
骨
コ
ツ
教
室
」
で
！

成
人
の
体
に
は
、
約
２
０
０
個
の

骨
が
あ
り
、『
身
体
を
支
え
る
』、『
内

臓
を
守
る
』、『
体
に
必
要
な
栄
養
素

の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
蓄
え
る
』
と
い
う

大
き
く
３
つ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

〈
骨
は
う
ま
れ
変
わ
る
〉

骨
は
、
一
見
何
も
変
化
し
て
い
な

い
よ
う
で
す
が
、
実
は
古
い
骨
を
壊

し
て
、
新
し
い
骨
を
作
る
と
い
う
新

陳
代
謝
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
壊
さ
れ
る
量
が
多
く
な
る

と
、
骨
の
組
織
が
ス
カ
ス
カ
に
な
り
、

骨
折
し
や
す
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
骨
粗
し
ょ
う
症
で
す
。

〈
骨
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
〉

骨
が
も
っ
と
も
強
い
ピ
ー
ク
は
20

歳
代
で
、
そ
の
後
ゆ
っ
く
り
と
減
少

し
ま
す
。

丈
夫
な
骨
で
生
涯
元
気
！

丈
夫
な
骨
で
生
涯
元
気
！

日
時

８
月
６
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
受
付

場
所

安

町
役
場
　
１
階
玄
関
前

持
ち
物

献
血
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）

本
人
確
認
が
ま
だ
の
方
は
、
ご
自
身

を
証
明
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

奈
良
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

1
56
―

５
９
１
６
　
FAX
56
―

４
８
９
４

み
ん
な
で
つ
く
っ
て
、
食
べ
よ
う
！

ク
イ
ズ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
、
楽
し
い
こ
と
間
違
い

な
し
！

日
時：

８
月
27
日
（
金
）
９
時
集
合
　

午
後
２
時
終
了
予
定

場
所：

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者：

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

持
ち
物：

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き

ん
・
筆
記
用
具
・
お
茶
・
手
ふ
き
タ

オ
ル
・
う
わ
ば
き
・
歯
ブ
ラ
シ

料
金：

親
子
で
３
０
０
円
（
子
ど
も
一

人
増
え
る
ご
と
に
１
５
０
円
）

申
し
込
み：

８
月
20
日
（
金
）
ま
で

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉
課

1
57
―

１
５
９
１
　
FAX
57
―

１
５
９
２

助
成
対
象
者
は
生
活
保
護
受
給
者
及

び
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
で

す
。申

請
は
接
種
後
速
や
か
に
お
願
い
し

ま
す
。（
平
成
21
年
度
中
に
接
種
さ
れ
、

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
も
受
け
付

け
ま
す
。）

詳
し
く
は
、「
広
報
あ
ん
ど
　
７
月
号
」

17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉
課

1
57
―

１
５
９
１
　
FAX
57
―

１
５
９
２

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
に
つ
い
て

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
に
つ
い
て

献
血
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

献
血
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

親
子
食
育
教
室

親
子
食
育
教
室

〈～10代〉
骨が形成される時期。
ここで骨量をアップして
おくことが大切。生涯の
骨量に左右します。

〈20～30代〉
骨量が最大に。特に妊
娠・授乳期は意識してカ
ルシウムをとりましょう。

〈40～50代〉
骨量を維持する働きのあ
る女性ホルモンの分泌が
減少する閉経以降は、骨
量の減少期。特に女性は
骨量を維持する生活習慣
を心がけましょう。

〈60代～〉
カルシウムの吸収率が低
下しますが、骨量の減少
をゆるやかにすることは
できます。

■加齢に伴う骨量の変化

食生活改善推進員
の食育教室
参加者募集！
私たちがお手伝い
します。
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●　健　　康 ●

h e a l t hh e a l t h
〈
骨
の
強
さ
の
も
の
さ
し
〝
骨
密
度
測

定
〞
〉

骨
量
が
減
っ
て
き
て
も
自
覚
症
状

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
定
期

的
に
骨
密
度
測
定
を
行
い
、
自
分
の

骨
量
を
知
っ
て
、
骨
に
よ
い
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

安

町
で
は
、
次
の
よ
う
な
「
骨

コ
ツ
教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。
対
象

と
な
ら
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
参
加
し
、
骨
ア
ッ
プ
！
元
気
ア
ッ

プ
！
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

「
骨
コ
ツ
教
室
」
参
加
者
募
集

対
象

☆
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
歳
の

節
目
の
男
女
（
平
成
23
年
３
月
31

日
現
在
の
年
齢
）

☆
今
ま
で
に
測
定
し
た
こ
と
が
な
い

方
☆
お
お
む
ね
出
産
後
１
年
以
上
３
年

未
満
の
方

参
加
費：

５
０
０
円

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。
託
児
料
金
一

人
２
０
０
円
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

８
月
23
日（
月
）ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
託
児
を
キ
ャ
ン
セ

ル
さ
れ
る
場
合
は
必
ず
３
日
前
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
み：

８
月
23
日
（
月
）
ま
で
に

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉

課
へ

1
57
―

１
５
９
１
FAX
57
―

１
５
９
２

「
こ
れ
か
ら
う
ま
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
、

ど
う
か
か
わ
っ
た
ら
い
い
の
？
」

「
子
育
て
に
参
加
し
た
い
け
ど
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」

そ
ん
な
お
父
さ
ん
　
大
集
合
！

赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
に
あ
っ
た
遊
び
を

通
し
て
身
体
と
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

開
催
日

８
月
29
日
（
日
）

９
月
12
日
（
日
）

９
月
26
日
（
日
）

※
３
回
連
続
講
座

時
間

午
前
10
時
00
分
〜
11
時
30
分

場
所

安

中
学
校
　
北
館
２
階
会
議

室

対
象

出
産
予
定
の
プ
レ
パ
パ
生
後
２

ヶ
月
〜
お
お
む
ね
１
歳
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
と
パ
パ
　
10
組

参
加
費

無
料

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル
又
は
お
く
る
み

主
催

安

町
教
育
委
員
会

お
問
い
合
せ
＆
申
し
込
み

1
０
７
４
３
（
56
）
８
０
０
３

担
当
福
本

パ
パ
セ
ミ
ナ
ー

「
あ
か
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
」

パ
パ
セ
ミ
ナ
ー

「
あ
か
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
」

２
日
間
参
加
で

き
る
方
を
募
集

し
ま
す
！

日　　時 主な内容 持　ち　物 場　所 スタッフ

８月30日（月）
午前９時30分～
午後４時（時間
予約制で教室時
間は約90分）

骨密度測
定、簡単な
体力測定、
骨アップの
運動実践

健康手帳または健康フ
ァイル、お茶などの飲
み物、体育館シューズ、
動きやすい服装でお越
しください。

安 中

央公園

体育館

健康運動指
導士、運動
普及ボラン
ティア、保
健師

９月２日（木）
午後１時30分～
３時30分

骨アップの
食事について

健康手帳または健康
ファイル、
お茶などの飲み物

福祉保
健セン
ター

管理栄養
士、保健師

相
談
日

8
月
11
日
（
水
）

時
　
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
　
所

役
場
３
階
会
議
室

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

8
月
人
権
、行
政
相
談
日

毎週日曜 朝９時より
安 中学校南側

■主催：ほっと安 朝市実行委員会
■お問い合せ：役場産業課　157－1511
毎月第１日曜日　先着100名様に花の苗などを無料配布しています。

（農地・水・環境保全対策事業への取組）

安心・安全な町内の朝取り野菜を安価でご提供します

雨天でも開催
しています

売り切れ
次第閉店させ
て頂きます
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●
広
報
安

第
４
５
３
号
　
２
０
１
０
年
８
月
１
日
発
行
　
●
発
行
・
編
集
／
安

町
役
場
・
総
務
課
　
■
〒
６
３
９-

１
０
９
５
　
奈
良
県
生
駒
郡
安

町
東
安

９
５
８
番
地
　
1
０
７
４
３-

５
７-

１
５
１
１
　
■
印
刷
／
橋
本
印
刷
株
式
会
社

町のうごき（7月１日現在） ■人口　7,953人（前月比１人減）男3,824人　女4,129人　■世帯数　3,292世帯（前月比２世帯増）

広報「あんど」は再生紙を使用しています。

8月7日（土）
9月4日（土）

「小さい子の時間」（2・3歳～）
午後２時～２時20分

「大きい子の時間」（５歳～）
午後２時30分～３時
◎おはなし・絵本・紙芝居
◎場所：図書室

ママらっこ

8月はお休みです。
¡９月10日（金）

「赤ちゃん体そう」

持ち物・バスタオル

午前10時20分開始
福祉保健センター３階

工作クラブ

いつもの工作クラブは
ありません。
ご注意ください。

皆様のご参加を
お待ちしております。

絵本のひろば
どなたでも絵本に興味ある
方、来てください。
子どもが泣いても、おしゃ
べりしても大丈夫。
絵本の読み聞かせ、手遊び
は11時から
8月6日（金）9月3日（金）
午前10時30分～12時
（入退出自由）

福祉保健センター3階
主催　子育てボランティア

Be
び

－輪
わ

「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて１１
テンイチ

（毎月11日は人権を

確かめあう日）という意味です。

安 町人権・同和問題啓発活動推進本部 毎月11日は人権を確かめあう日です

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

図
書
カ
レ
ン
ダ
ー
●
は
利
用
日

安 町福祉保健センター図書室

福祉保健センター２階

157-1590 FAX57-1592

［利用時間］午前10時～午後５時

本の窓
8

月

御存知ですか？
他館の本を借りることも出来ます
図書室では、所蔵していない本に
ついては、他館よりお借りして町
民の皆さんにご利用いただいてお
ります。どうぞ、お気軽にリクエ
ストしてください。
※他館より借り受けるには条件が
ありますので、図書カウンター
までお尋ねください。
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日　　時 ８月19日（木） 午後１時～４時
会　　場 福祉保健センター３階　会議室
対　　象 小学生以上（幼児は保護者の付き添い

があれば参加できます）
材 料 費 100円
定　　員 30名（電話での申し込みもＯＫ）
申込期間 ８月２日より定員に達するまで
※お問い合せは安堵町福祉保健センター図書室まで

つくって、あそぼう！

夏休みの工作クラブ


